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【目的】 
アルツハイマー病をはじめとした認知症は全世界的に増加しており、今後も爆発的に増加することが

危惧されている。アルツハイマー病は発症すると症状を改善させることが困難であり、根本的な治療

法がない現在では、発症予防や進行抑制を目的とした生活習慣への介入や、機能性食品による日常生

活の中での対策が求められている。近年、腸内細菌叢による脳機能への影響が注目されており、脳と

腸の機能連関を意味する「脳腸相関」が脚光を浴びている。ビフィズス菌は腸内細菌叢の主要構成菌

であり、その生理作用は整腸作用を中心に広範囲にわたり報告されているが、ビフィズス菌を含むプ

ロバイティクス摂取によって抗不安作用が報告されるなど、脳機能への好影響が期待されている。本

研究では、乳児から取得した Bifidobacterium breve A1（以下 B. breve A1）にアルツハイマー病モデル

マウスの認知機能を改善する可能性を見出したことを報告する。 
【方法】 
アルツハイマー病の原因物質と考えられているアミロイド β をマウスの脳内に投与し、アルツハイ

マー病のモデルとしたマウスに B. breve A1（1×109 cfu）を 10 日間にわたり経口投与し、Y 迷路試験と

受動回避試験を用いて自発的交代行動率および反応潜時を評価した。さらに、B. breve A1 摂取による

海馬での遺伝子発現への作用を検討するため、海馬の遺伝子発現を次世代シーケンサーによる

RNA-seq によって網羅的に解析した。 
【結果・考察】 
ビフィズス菌投与群は、媒体対照群と比較して Y 迷路試験による自発行動交替率に有意な改善が認め

られた。また、受動回避試験による反応潜時においても、有意な改善が認められた。加熱死菌体の B. 
breve A1 やビフィズス菌の主要代謝産物である酢酸の摂取によっても一部認知機能改善の作用が観察

されたが、生きた B. breve A1 が最も改善作用が強く、その効果は陽性対照として用いたドネペジルと

同程度であり、B. breve A1 による認知障害への改善作用が認められた。また、RNA-seq による網羅的

遺伝子解析では、モデルマウスの海馬にて誘起された過剰な免疫反応や脳内炎症が、B. breve A1 の摂

取により抑制されることが認められた。以上の結果から、B. breve A1 はその抗炎症作用により Aβの
毒性を和らげ、アルツハイマー病の発症リスクを低下させる可能性が示唆された。 
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